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広報　常陸大宮　　　　平成１８年５月号２
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子どもたちのため子どもたちのため

　　　　地球を守る生活を　　　　地球を守る生活を

子どもたちのため

　　　　地球を守る生活を

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
環
境
問
題
に
取
り

組
む
べ
く
、
平
成　

年
度
に
「
常
陸
大
宮

１７

市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
の
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、
全
体
的
な
環
境
基
本
方

針
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

常
陸
大
宮
市
に
お
い
て
、
環
境
保
全
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
住
民
・
事

業
所
・
行
政
３
者
の
連
携
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
で
き

る
活
動
の
輪
を
つ
な
げ
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
の
平
均
気
温
は
、
１
９
９
０
年
か

ら
２
１
０
０
年
ま
で
に
１
・
４
度
か
ら
５
・

８
度
上
昇
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
平
均
気
温
が
２
度
以
上
も
上
昇

す
る
と
、
北
極
圏
周
辺
の
氷
床
の
全
面
溶

解
開
始
や
北
大
西
洋
海
流
の
減
速
・
停
止
、

ア
マ
ゾ
ン
が
サ
バ
ン
ナ
に
な
る
な
ど
、
破

壊
的
な
気
象
変
動
が
起
き
る
と
の
予
測
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
人
口
の
約
３

分
の
１
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民
・・・・・・・・・・・・・・・・
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
者者者者者者者者者者者者者者者者
・・・・・・・・・・・・・・・・
行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政
がががががががががががががががが
一一一一一一一一一一一一一一一一
つつつつつつつつつつつつつつつつ

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
つ

にににににににににににににににに
なななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて
環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
をををををををををををををををを
推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進

に
な
っ
て
環
境
対
策
を
推
進

常
陸
大
宮
市
の
現
状
は
？

　

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の

中
か
ら
、
常
陸
大
宮
市
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
や
省
エ
ネ
へ
の

取
り
組
み
の
現
状
、
省
エ
ネ
推

進
に
向
け
た
意
向
に
つ
い
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
現
状

（
グ
ラ
フ
１
）

　

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
に
お

い
て
、
家
庭
と
業
務
が
占
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
全
体
の

　

％
と
、
全
国
と
比
較
し
て
や

３４

や
高
い
状
況
で
す
（
全
国
は　

％
）。
ま

２７

た
、
そ
の
伸
び
率
も
全
国
に
比
較
し
て
大

き
く
、
そ
の
推
移
は
今
後
の
検
討
課
題
と

い
え
ま
す
。

　地球の温度は、太陽光（日射）と、地球から放出
される熱とのバランスにより一定の温度に保たれ
ています（平均で約１５℃）。日射が大気を素通りし
て地表面で吸収され、加熱された地表面から赤外
線の形で放熱されます。この熱を吸収し、その一
部を下向きに放射し、地表面や下層大気を加熱し
ているのがCO2などの温室効果ガスです。
　しかし、人間の
活動が活発にな
り、化石燃料等の
使用が増えるにつ
れて温室効果ガス
が大気中に大量に
放出され、濃度が
増加し、大気中に
吸収される熱が増
えたことにより地
球規模での気温上
昇（温暖化）が進
行。これが地球温
暖化です。

��������

※経済産業省資料

　

上
が
り
続
け
る
地
球
の
気
温

【グラフ１】

　◆常陸大宮市のエネルギー消費量◆ 
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現
在
の
省
エ
ネ
行
動
の
実
態
は
…

（
グ
ラ
フ
２
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い

て
は
、　

項
目
中　

項
目
で
全
国
よ
り
高

２５

１６

い
実
践
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
実
践
率
が
高
い
の
は
、「
テ
レ

ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
」「
暖
房
は

　

℃
、
冷
房　

℃
に
温
度
設
定
」な
ど
で
、

２０

２８

ま
さ
に
『
日
常
生
活
で
の
実
践
』
が
身
に

付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、「
外
出
時
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
」
な
ど
、
個
人
の
意
識
の
高

さ
だ
け
で
は
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め

て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
意
識
の

共
有
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

行
政
と
市
民
・
事
業
者
が
協
働
で

（
グ
ラ
フ
３
）

　

地
域
と
し
て
省
エ
ネ
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、「
行
政
と
市
民
・
事
業
者
の
協
力

省
エ
ネ
行
動
の
実
践
率
と

今
後
の
実
施
意
向

25
▲21
7 
7
9
44
3

▲51
4
9

▲ 7
18

▲12
▲29
▲ 6
8
13

▲23 
6

▲ 5
3
3

▲50
19
18

が
必
要
」
と
の
声
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か

ら
も
３
者
の
協
力
体
制
が
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
次
い
で

「
行
政
が
率
先
し
て
積
極
的
な
導
入
」と
の

答
え
も
多
く
あ
り
、
行
政
へ
の
期
待
が
強

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

事
業
所
の
意
向
は
…

　

市
内
の
多
く
の
事
業
所
で
も
環
境
へ
の

配
慮
を
重
視
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
の
目
標
を
立
て
て
い
る
事
業
所
、
今
後

立
て
る
事
業
所
は
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど

環
境
へ
配
慮
す
る
取
り
組
み
を
行
う
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
。

���������	
��
　小学生のアンケートでは、約７割が省エネについ
て「もっと知りたい」と答えています。また、省エ
ネとの関わりについては次のような結果となってい
ます。

◆家庭での省エネルギー行動の状況◆

◆省エネを始めたきっかけ◆
（複数回答）

【グラフ２】

◆エネルギー行動の実践状況◆

【グラフ３】

◆省エネルギー推進の主体について◆ （単位：人）

�

全
国
で
１
０
０
人
実
施
し
て
い
る
と
し
た
際

に
、
常
陸
大
宮
市
が
全
国
よ
り
も
何
人
多
く
実

施
し
て
い
る
か
を
示
す
。　

は　

人
多
い
こ
と

２５

２５

を
、
▲　

は　

人
少
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

２１

２１
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市
役
所
も
率
先
し
て
実
施

〜
省
エ
ネ
・
地
球
温
暖
化
対
策
〜

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
「
行
政
が

率
先
し
て
積
極
的
な
導
入
」
と
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
市
の
事
務
及
び
事

業
に
関
し
、
地
球
温
暖
化
環
境
対
策
推
進

委
員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◇
取
り
組
み
内
容

　

合
併
に
伴
い
旧
町
村
で
取
り
組
ん
で
い

た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を
平
成　
１８

年
度
に
見
直
し
、
常
陸
大
宮
市
役
所
の
事

務
及
び
事
業
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

◎
使
用
削
減
へ
の
取
り
組
み

電
気
、
燃
料
、
用
紙
、
水
な
ど

◎
物
品
購
入
の
配
慮

公
用
車
、
事
務
機

器
、
用
紙
、
文
具
、

電
気
製
品
な
ど

◎
廃
棄
物
等
の
取
り

組
み

ご
み
の
分
別
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
ご
み

の
排
出
抑
制

◎
情
報
の
提
供

　

広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等

〜
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

〜
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
に
補
助
〜

・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
に
補
助
〜

　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
を
設
置
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
太
陽
光
電
池
出
力
１�
あ
た
り

５
万
円
の
補
助
金
を
４�
ま
で
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
を
設
置
す
る
場
合
は
７
万
円
を

予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

　

締
め
切
り
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
計
画
承
認
申
請
が
平
成　

年　

月

１８

１１

　

日
ま
で
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
交
付
申
請

３０は
平
成　

年　

月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い

１８

１２

２８

ま
す
の
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
業
者
を
通
じ
て
の
推
進

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
設
置
の
際

に
は
十
分
検
討
の
う
え
契
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

電
気
器
具
は
、
使
用
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
内
臓
時
計
や
モ
ニ
タ
ー

表
示
、
リ
モ
コ
ン
の
機
能
な
ど
一
定

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
少
量
の

電
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
待

機
電
力
で
す
。

　

電
気
器
具
で
使
用
し
て
い
な
い
と

き
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
も
問
題

な
い
も
の
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

こ
と
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
機
器
は
省
エ
ネ
タ
イ

プ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
や
取
扱
説
明
書
等
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
�

機器別待機電力（kwh/年・世帯）

機
器
名

テ

レ

ビ

ビ

デ

オ

オ
ー
デ
ィ
オ

コ

ン

ポ

エ

ア

コ

ン

温
水
洗
浄
便
座

パ

ソ

コ

ン

炊

飯

器

電
子
レ
ン
ジ

洗

濯

機

平成１４年度
調　　　査

２３．６７５．７４７．６２５．８１５．８１１．６７．９２２．７５．３

平成１７年度
調　　　査

１６．１３０．６１７．１２０．８１４．０８．５５．０１１．０２．７５

目安として、２２円/kwhで計算してみてください。
※�省エネルギーセンター資料

※�ヒートポンプ蓄熱センターからの補助金も
受けられます（抽選となります）。
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幼
少
時
か
ら「
も
っ
た
い
な
い
」の
心
を

大
森　
　

猛
さ
ん

（
元
大
宮
小
学
校
長
）

　

も
の
が
溢
れ
か
え
る
世
界
に
は
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
概
念
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
日
本
は
も
と
も
と
資
源
が
少
な
い
国

で
す
。
貴
重
な
資
源
を
い
か
に
有
効
に
有

意
義
に
使
う
か
と
い
っ
た
「
制
約
さ
れ
た

環
境
」
の
中
で
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」に
秘
め
ら
れ
た
一
番

大
切
な
心
に
は
、
も
の
を
惜
し
む
こ
と
以

上
に
、
そ
の
も
の
を
得
る
ま
で
の
様
々
な

労
苦
に
対
す
る
感
謝
と
敬
愛
の
念
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
美
徳
あ
る「
も
っ
た
い
な
い
」

の
心
を
今
一
度
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に

も
、
幼
少
時
か
ら
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
の
中
で
意
識
の
芽
生
え
を
大
切
に
、
そ

の
心
を
じ
っ
く
り
育
ん
で
い
き
た
い
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
省
エ
ネ
を

根
本　

紀
子
さ
ん

（
茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
）

　

四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
、
伝
統
的
な

生
活
様
式
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

心
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る

資
源
を
大
切
に
し
、
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い
、
食
料

品
等
は
、
本
当
に
必
要
な
量
だ
け
購
入

し
、
買
い
物
に
は
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

は
も
ら
わ
な
い
。
生
ご
み
は
土
に
戻
し

（
ぼ
か
し
利
用
）
地
産
地
消
を
心
が
け
る
。

工
夫
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
も
う
一
つ
、
地
域
の
方
々
と
環
境
家

計
簿
を
つ
け
、
お
互
い
に
家
計
を
見
直

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声
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市
で
は
、
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
る

事
業
所
・
小
売
店
で
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
推
進
す
る
」
と
宣
言
（
宣

言
書
を
提
出
）
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
球
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
事
業
所
・
小
売
店
に
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
看
板
（
平
成　

年
１８

度
１
０
０
事
業
所
）
を
交
付
し
ま
す
。

運
動
の
内
容

�
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
し
な
い

�
急
発
進
や
急
加
速
を
し
な
い

�
不
要
な
荷
物
を
積
ま
な
い

�
空
ふ
か
し
を
し
な
い

�
渋
滞
を
招
く
違
法
駐
車
を
し
な
い

�
エ
ア
コ
ン
使
用
を
控
え
め
に
す
る

�
経
済
速
度
を
心
が
け
る

�
定
期
点
検
（
空
気
圧

チ
ェ
ッ
ク
、
オ
イ
ル

交
換
等
）
を
き
ち
ん

と
す
る

 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
販
売
や
ゴ

ミ
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
小
売
店
を
「
エ
コ
・

シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

シ
ー
ル
を
掲
示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民

と
小
売
店
の
連
携
の
も
と
、
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
、
環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
認
定
を
受
け
て
い
る
小
売
店
は
左
の

シ
ー
ル
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

※
認
定
を
受
け
た
い
小
売
店
は
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　環境ラベルは、購入者が環境
負荷の低い製品やサービスを選
択する際の目安となる情報表示
です。環境にやさしい商品であ
ることを示す環境ラベルのつい
た商品をできるだけ選ぶように
しましょう。

������������������������������

�日本環境協会が認定した環境保全
に役立つ商品につけられるマーク。

�����

使用済み牛乳パックを原料として使
用した商品につけられるマーク。

��������	
�

印刷物等で再生紙を使用したものに
つけられるマーク。数字は、古紙の
配合率を示しています。

��������

原料に古紙を規程の割合以上利用し
た製品につけられるマーク。

�������

��������	
����


PETボトルのリサイクル品を使用し
た商品につけられるマーク。

環境に関する問い合わせ
市役所　環境課
�５２－１１１１　内線１２２・１２３
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市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
の
萩

野
谷
則
義
さ
ん

（
石
沢
）
が
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年

９
月　

日
に
行
わ

１１

れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
い
て
、
公
正
で
適
正
な
管
理
執

行
に
加
え
、
高
い
投
票
率
を
上
げ
る
な
ど
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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岡�
武
夫
さ
ん（
鷲
子
）が
、
環
境
保
全
茨

城
県
民
会
議
ほ
う
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡�
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
美
和
村
衛

生
委
員
（
美
和
地
域
生
活
環
境
推
進
員
）
と

な
り
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月

１０

１８

ま
で
美
和
地
域
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会
長

を
務
め
ら
れ
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

や
河
川
、
道
路
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
住

民
に
対
す
る
環
境
へ
の
啓
発
活
動
、
環
境
に

配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
松
本
正
次

（
南
町
）
さ
ん
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て

「
緑
十
字
金
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
交
通
安
全
協
会
役
員
に
就

任
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
努
力
と

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
指
導
力
を
発
揮
し
、
地

域
住
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
死
亡
事
故
発
生
ゼ
ロ
を
悲
願

と
し
て
の
交
通
安
全
活
動
へ
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
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大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮
支
部
の
杉

山
昭
一
さ
ん
（
下
村
田
）
が
優
良
運
転
者
と

し
て
「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
他
の
模
範
と
な
る
べ
き
安

全
運
転
に
徹
し
て
お
り
、
ま
た
、
交
通
安
全

協
会
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
交

通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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子
ど
も
に
対
す
る

事
件
な
ど
が
多
発
す

る
な
か
、
児
童
が
安

心
し
て
登
下
校
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
常

陽
銀
行
よ
り
、
今
年

度
入
学
す
る
小
学
１

年
生
に
対
し
て
防
犯

ブ
ザ
ー
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
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５
月
１
日
、
山
方
小
学
校
に
お
い
て
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
山
方
小
及
び
山
方

南
小
の
児
童
や
職
員
、
関
係
者
な
ど
約
４
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
高
学
年
は
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
に
つ
い
て
、
低
学
年
は
腹
話
術
で
の

楽
し
い
講
話
を
聞
き
な
が
ら
、
横
断
歩
道
の

正
し
い
渡
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
技

を
交
え
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
茨
城
県
警
察
本
部
交
通
指

導
員
の
分
か
り
や
す

い
説
明
に
、熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
音
楽

隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
も
披
露
さ
れ
、

交
通
安
全
に
対
す
る

気
持
ち
を
新
た
に
し

た
１
日
で
し
た
。

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数

92.3 216 234 95.2 20 21 92.0 196 213 １月10日

82.2 162 197 57.1 12 21 85.2 150 176 ２月１日

85.4 199 233 67.5 27 40 89.1 172 193 ３月１日

89.42,435 2,723 76.3 258 338 91.3 2,177 2,385 17年度合計

ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、毎月シートベルト着用調査を
実施しています。 （１月～３月調査分及び年度合計　場所：山方宿駅前）

シシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトベベベベベベベベベベベベベベベベベルルルルルルルルルルルルルルルルルトトトトトトトトトトトトトトトトトをををををををををををををををををしししししししししししししししししめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててて安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心･････････････････快快快快快快快快快快快快快快快快快適適適適適適適適適適適適適適適適適ドドドドドドドドドドドドドドドドドララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブブをををををををををををををををををシートベルトをしめて安心･快適ドライブをシートベルトをしめて安心･快適ドライブを

　緑十字金章を受章した松本さん（右）
▼と緑十字銀賞を受章した杉山さん（左）
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●
広
報
協
力
員
レ
ポ
ー
ト
●

鳥
喰　
　

昌
さ
ん

地
域
の
力
で
開
催　
野
上
ま
つ
り

　

山
方
地
域
野
上
地
区
に
お
い
て
、
４
月
９

日
、
野
上
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
陰
陽
山
の
御
祭
礼
の
中

の
屋
台
巡
行
を
再
現
し
た
も
の
で
、
当
時
は

そ
の
他
、
火
消
行
列
や
風
流
物
な
ど
が
出
て

実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
昭
和　

年
12

か
ら
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
平
成
６

年
、　

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、
そ
の
後
３
年

56

に
１
度
開
催
、
今
回
で
５
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
祭
囃
子
の
賑
や
か
な
音
色

を
響
か
せ
な
が
ら
、
諏
訪
神
社
か
ら
山
方
商

業
高
校
前
を
通
り
野
上
原
駅
ま
で
の
往
復
を

屋
台
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
地
区
の
方
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
伝
統

あ
る
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
上
ま
つ
り
に
併
せ
て
ま
つ
り
の

ル
ー
ツ
を
探
っ
た
ふ
る
さ
と
文
化
「
風
流
火

消
」
が
野
上
伝
統
文
化
の
会
に
よ
り
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
大
切
な
伝
統
行
事
の
継

承
の
た
め

の
重
要
な

資
料
と
し

て
役
立
て

た
い
と
思

い
ま
す
。
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３
月　

日
、
緒
川
第
１
体
育
館
で
緒
川
地

１９

域
体
育
協
会
及
び
市
剣
道
連
盟
緒
川
支
部
主

催
に
よ
り
、
緒
川
地
域
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
４
部
門
の
個
人
戦
に

　

人
の
参
加
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

３６果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

小
学
生
初
心
者
の
部

優　

勝　

岡
崎　

祐
哉

準
優
勝　

小
室　

優
志

第
３
位　

小
室
か
お
り

小
学
４
年
生
以
下
の
部

優　

勝　

内
田　

圭
佑

準
優
勝　

圷　

壮
太
郎

第
３
位　

豊
原
慎
太
郎

小
学
５
・
６
年
生
の
部

優　

勝　

関　

千
絵
美

準
優
勝　

岡
崎　

晃
太

第
３
位　

堀
江　

大
樹

中
学
生
の
部

優　

勝

　

本
橋
寿
美
礼

準
優
勝

　

長
山　

佳
織

第
３
位

　

内
田　

美
咲

　土砂災害を防ぎ、明るい家庭と安心して住める国土を守るためには、砂防工事だけではなく「自分の身
は自分で守る」という意識をしっかりと持ち、それを実践できるようにすることも大切です。
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 石 
せき

 流 　（山腹、川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などにより、時速２０～４０kmという速度で一気に下
りゅう

流へと押し流されるもの）
　・「山鳴り」といって、山全体がうなっているような音がするとき
　・川の流れが急に濁ったり、木が流れてきたとき
　・雨が降り続いているのに、川の水が減っているとき
�地すべり　（斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力によって

ゆっくりと斜面下方に移動する現象。一旦動き出すと完全
に停止させることは非常に困難）

　・地面の一部分がへこんだり、盛り上がったとき
　・池や沼の水の量が、急に変わったとき
　・井戸の水が濁ったとき
�がけ崩れ　（地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震な

どの影響により急激に斜面が崩れ落ちること）
　・がけから小石がパラパラと落ちてきたとき
　・がけに割れ目ができたとき
　・がけから水がわき出てきたとき
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・
礼
儀
正
し
く
思
い
や
り
を
も
つ
生
徒

・
学
習
の
基
礎
・
基
本
が
身
に
付
い
て
い
る

生
徒

・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
生
徒

・
郷
土
を
愛
す
る
生
徒

・
六
年
間
を
見
通
し
た
学
校
生
活
が
で
き
る

生
徒

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



　

本
校
は
、
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
八
溝

山
系
の
山
々
や
緒
川
の
清
流
を
は
じ
め
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
に
創
立　

周
年
を
迎
え
ま
し

１２

３０

た
。
小
規
模
校
で
す
が
素
晴
ら
し
い
緒
川
の

自
然
の
中
で
、
心
と
体
を
鍛
え
、
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
緒
川
中
で
は
、
県
立
小
瀬
高
校
と
連

携
し
「
中
高
一
貫
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
学
び
の
連
続
性
や
個
々
の
進
路
希
望
に

配
慮
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
た
り
、
中
高

間
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
の
教
員
交
流
授
業

や
異
年
齢
集
団
の
活
動
を
行
っ
た
り
し
、
一

人
一
人
の
生
徒
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
努
め

て
い
ま
す
。

「
こ
こ
だ
か
ら
で
き
る
教
育　

こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
教
育　

二
十
一
世
紀
の
教
育
」

　

こ
の
地
域
と
共
に
、
こ
こ
だ
か
ら
で
き
る

教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
��
	

��


①
中
高
の
生
徒
間
の
交
流
を
活
発
に
す
る

「
中
高
一
貫
ふ
れ
あ
い
合
唱
祭
」

　

本
地
域
の
中
高
一
貫
教
育
の
ね
ら
い
の
一

つ
で
あ
る
異
年
齢
集
団
の
交
流
を
活
発
化
す

る
た
め
に
生
徒
間
交
流
行
事
、
部
活
動
交
流

等
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
合
唱
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
小

瀬
高
校
と
連
携
の
三
つ
の
中
学
校（
緒
川
中
、

御
前
山
中
、
美
和
中
）
の
代
表
生
徒
が
リ
ー

ダ
ー
研
修
と
し
て
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

中
学
一
年
か
ら
高
校
三
年
ま
で
の
異
年
齢

集
団
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活

動
が
活
発
化
し
、
技
能
面
に
お
い
て
も
互
い

に
高
め
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
教
員
交
流
に
よ
る
Ｔ
Ｔ
授
業

科
、
数
学
科
で
実
践
し
ま
し
た
。

　

英
語
科
で
は
、
小
瀬
高
か
ら
英
語
担
当
教

諭
２
人
と
本
校
担
当
者
３
人
と
合
わ
せ
て
５

人
で
の
授
業
が
可
能
と
な
り
、
読
む
、
書
く
、

聞
く
、
話
す
な
ど
、
多
様
な
学
習
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
他
教
科
で
も
、
よ
り
専
門
的

な
立
場
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

各
教
科
の
学
習
で
興
味
・
関
心
が
高
ま
り
ま

し
た
。

�
��
���
�
��	


�
��

　

本
校
で
は
、
始
業
前
と
放
課
後
の
部
活
動

前
に
緒
川
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
一
人

の
生
徒
が
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
精
神
力
や
体
力
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」朝
と
放

課
後
の
走
り
こ
み
を
続
け
た
成
果
を
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
生
か
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（上小瀬1281�56－2004　生徒数142人）
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小
瀬
高
校
と
本
校
教
員
が
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
人
一
人
の
生
徒
の
能
力
や
可
能

性
を
伸
ば
す
、
質
の
高
い
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
英
語
科
、
家
庭
科
、
社
会

１７
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　若草幼稚園幼年消防クラブでは、３月１０
日に東消防署見学を実施しました。
　今回の目的は、防火ビデオの鑑賞、消防
資機材の見学を通じて消防の仕事や消防自
動車、救急車に興味を持たせるなど知識面
の教育と消防自動車などに乗車させ体験教
育を目的としました。
　また、当クラブでは防火フェステバル等
において鼓笛演奏で防火を呼びかけたりし
て幼児期における防火の心を育んでいます。

幼年消防クラブの目的は？

　何にでも興味を持ち始め、色々なことをしてみたくなる頃の
幼児に火の大切さ、火の取扱いを間違えた時の恐ろしさを学ん
でもらい火遊び、火のいたずらによる火災の防止を図ること。
また、災害時の身の守り方を身につけること、防火思想の普及
を目的とします。
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ついていますか？住宅用火災警報器！

▲消防資機材訓練見学

消防自動車体験乗車�
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お
祭
や
催
し
も
の

の
と
き
に
立
ち
並
ぶ

露
店
。
普
段
は
見
る

こ
と
の
な
い
色
と
り

ど
り
の
商
品
に
胸
が
浮
き
立
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
こ
の
露
天
商
を
古
く
は

「 
香
具  
師 
」と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
長
倉
に
は

や 

し

そ
の
功
績
を
記
し
た
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

香
具
師
は
も
と
も
と
「 
香  
具 
」
つ
ま
り

こ
う 
ぐ

 
白 

び
ゃ
く

 
檀 
や 
麝  
香 
な
ど
の
香
道
具
、
あ
る
い
は
薬
品

だ
ん 

じ
ゃ 
こ
う

を
売
り
歩
く
商
人
を
指
し
た
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
以
降
、
日
用
品
や
食
品
も
扱
う

よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
露
店
、 
見  
世 

み 

せ

 
物  
興 

も
の 
こ
う 

行 
な
ど
を
行
な
う
商
業
形
態
が
一
般
的

ぎ
ょ
う

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
碑
文
に
は
、「
十
三

香
具
八
百
八
種
」
も
の
多
様
な
品
物
を
扱
っ

て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
現
は

香
具
師
の
商
売
を
言
い
表
す
と
き
の
決
ま
り

文
句
で
、
実
際
に
八
百
八
種
の
も
の
を
扱
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
多
種
多

様
の
も
の
を
扱
っ
た
と
い
う
意
味
で
す
。

　

現
在
よ
く
目
に
す
る
露
店
で
は
単
な
る

品
物
の
売
買
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
見
世
物
興
行
や
実
演
販
売
な
ど
、
客

を
楽
し
ま
せ
な
が
ら
商
売
を
す
る
や
り
方

が
香
具
師
の
特
徴
的
な
手
法
で
、
特
に

「 
啖  
呵 
」と
よ
ば
れ
る
口
上
が
往
時
の
香
具

た
ん 
か

師
の「
売
り
」で
し
た
。
独
特
な
口
調
で
の

説
明
や 
居  
合  
抜 
の
話
芸
に
聞
き
入
っ
て
い

い 
あ
い 
ぬ
き

る
う
ち
に
何
と
な
く
買
っ
て
し
ま
う
、
そ

の
日
常
に
は
な
い
楽
し
み
を
求
め
て
や
っ

て
く
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
に
は
香
具
師
の
扱
う
品
物
の

多
様
さ
か
ら
、 
飴  
売 
り
や
、
曲
芸
な
ど
の

あ
め 
う

芸
能
者
集
団
か
ら
利
権
を
め
ぐ
っ
て
訴
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
訴
訟
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
江

戸
時
代
の
中
期
に
は
香
具
師
の
扱
う
十
三

種
に
つ
い
て
幕
府
か
ら
許
可
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
居
合
抜
、 
軽  
業 
、 
小  
間 

か
る 
わ
ざ 

こ 

ま

 
物  
売 
、

も
の 
う
り 
覗 

の
ぞ
き 
見  
世  
物 
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

み 

せ 
も
の

ま
す
。

�
�
�
��
�

　

江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
、
長
倉
・
野
田
・

金
井
の
三
地
区
の
香
具
商
人
が「 
天  
神  
講 
」

て
ん 
じ
ん 
こ
う

と
い
う
講
（
同
業
者
の
相
互
扶
助
お
よ
び

信
仰
の
組
織
）
を
結
成
し
、
菅
原
道
真
を

祀
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
倉
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
十
二
ヵ
村

の
総
社
が
こ
の
天
満
宮
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
天
神
講
」
と
称
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

年
に
一
回
の
天
神
講
の
会
合
が
八
十
八
回

開
か
れ
た
と
い
う
碑
文
の
文
言
か
ら
す
れ

ば
、
天
保
六（
一
八
三
五
）年
頃
に
始
ま
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
碑
は
、
香
具
師
の
仲
間
の
功
績
を

記
念
し
て
、
長
倉
の
香
具
師
が
中
心
と

な
っ
て
大
正
十
二
年
に
建
て
た
も
の
で

す
。
石
碑
の
裏
面
に
は
建
碑
に
関
わ
っ
た

七
十
四
名
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
う
ち
十
一
名
に
は「
野
口
」「
下
伊

勢
畑
」「
茂
木
町
」等
の
地
名
が
記
さ
れ
て

お
り
、
彼
ら
が
そ
の
地
の
香
具
師
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
の
六
十
三
名
に
は

地
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
人
名

か
ら
天
満
宮
の
氏
子
で
あ
っ
た
人
々
と
推

測
で
き
ま
す
。
肩
書
き
は
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
長
倉
銀
行
頭
取
や
医
師
、
実
業
家

の
名
前
も
見
え
、
地
元
の
顔
役
的
な
人
物

が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
女
性

と
わ
か
る
名
前
も
七
名
入
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の

人
物
を
募
っ
た
の
か
、
詳
し
い
経
緯
は
現

在
で
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
祭
礼
や
縁
日
の
夜
店
を
支
え
て

い
る
の
は
「
露
店
屋
」
と
呼
ば
れ
る
人
々

で
す
。
地
域
ご
と
に
あ
る
街
商
組
合
に
所

属
し
、
出
店
の
際
は
そ
の
地
の
世
話
人
に

申
し
込
む
と
い
う
手
続
き
を
踏
み
ま
す
。

四
十
年
ほ
ど
前
に
は
市
内
に
も
た
く
さ
ん

の
露
店
屋
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
二
、
三
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。
主
と
し
て
寺
社
の
縁
日
や
門

前
市
に
出
店
す
る「
高
市
」（
タ
カ
マ
チ
）が

 
業 
の
場
で
、
当
時
は
ど
の
寺
社
も
定
期
的

な
り
わ
い

に
市
の
日
が
あ
り
、
連
日
ど
こ
か
し
ら
に

露
店
が
出
て
い
て
、
多
い
と
き
は
二
ヶ
月

連
続
で
営
業
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
祭
り
の
日
が
週
末
に
集
中
し
て
し
ま

う
現
在
よ
り
も
香
具
師
の
活
躍
の
場
は
大

き
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

����������
や し

▲長倉天満宮境内にある「長倉 香  具 
こう ぐ

 商 
しょう

 之  碑 」
の ひ

▲天満宮境内、右手前に建つのがその碑
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　国のＣ型肝炎緊急総合対策を受けて、常陸大宮市でも

肝炎ウイルス検査を平成14年度から実施しており、平

成18年度で終了となります。

　Ｃ型肝炎は、日本人の100万～200万人が感染してい

ると推測されています。更に、感染しているにもかかわらず、感染していることを自覚していない

人も多くいると考えられます。

��������

������������������������

Ａ　肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、ウイルスに感染しても重症化するま

で、自覚症状が現れにくいという特徴があります。また、肝炎ウイル

スが体内に住み着いてしまうこと（キャリア化）があります。

　特に、C型・Ｂ型肝炎にこの傾向が強く、キャリア化すると、慢性

肝炎から肝硬変や肝がんへと進行することがあります。そのため、早

期に感染を発見し、適切な処置を受けることによって、進行を遅らせ

たり食い止めたりするためです。

Ｑどうして検査を受ける必要があるの？

Ａ　血液検査で分かります。

Ｑどのような検査をするの？

Ａ　40～70歳までの、職場等で健診を受ける機会のない方で、市で行う検

診を希望する方が対象となります。

　　　特に、次の①～③に該当する方で定期的に肝機能検査を受けていない

方は、検査を受けるようお勧めします。

①過去に肝機能の異常を指摘されたことのある方

②過去に大きな外科的手術（手術）を受けたことのある方

③妊娠・出産時に大量に出血したことのある方

※ただし、平成14～17年度に検査を実施されている方は、検査を受ける

必要はありません。

Ｑ誰でも検査が受けられるの？

Ａ　総合健診又は住民検診の際に「検査希望」の旨をお話ください。

※詳細については、保健センター又は各総合支所にお問い合わせください。

Ｑ検査を受けるにはどうすればいいの？
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年５月号１３
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�休日・祝日の当番医　　5/21～6/25
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（82）2175
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
滝童内医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

5/21

（53）2115
0287（82）2781
0285（63）2303

丹治医院（東富町）
七合診療所（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

28

（52）0116
0287（88）2056
0285（63）0320

小泉医院（上町）
林田医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

6/4

（53）1111
0287（82）2157
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
星医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

11

（52）0547
0287（84）0001
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
水沼医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

18

（53）2115
0287（84）3850
0285（63）1151

丹治医院（東富町）
山野クリニック（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

25

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。

※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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～お詫びと訂正～
　広報４月号12ページ「常陸大宮市排水対策マップ」に誤りがあ

りました。

　地図上「油河内地区」と「大岩小舟地区」の名称が逆になります。

お詫びして訂正いたします。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（４月１日現在・推計常住者）

総人口４７，５５６人（男２３，１７３人、女２４，３８３人）
世帯数１６，０８５世帯

●病院ホームページもご覧ください。
　アドレス　http://www.ho-saisei.jp
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　自動車レースのインディカーシリーズ
第３戦（唯一の米国外開催）、インディ
ジャパン３００マイルが栃木県茂木町のツ
インリンク茂木で４月２０日から２２日に開
催されました。
　開催にあたり、インディカードライ
バーのトーマス・シェクター選手が４月
１９日、長倉小学校を表敬訪問し、子ども
たちとの交流を図りました。

　トーマス選手は、レースの生い立ち、第３戦に向けた意気込
みなどについて語り、子どもたちは興味津々な様子で、真剣に
聞き入っていました。
　また、子どもからの様々な質問にはジョークを交えながら対
応して会場は和やかな
雰囲気。最後に握手と
記念撮影を行い、子ど
もたちは、世界のトッ
プドライバーとのコ
ミュニケーションを満
喫しました。

　４月23日～５月12日の子ども読書週間にあわ

せ、図書情報館では「楽しいこいのぼり作り」を実

施し、市内の20人の子どもたちが参加しました。

　この鯉、実はビニールの袋を使って作られたもの

で、はじめは真っ白のビニール袋が、はさみを入れた

り、カラフルなビニールテープで飾りを付けていく

うちに、だんだんと鯉らしく変身していきました。

　子どもたちは、お母さんやお父さんと一緒に賑や

かに作業をすすめ、鯉に思い思いの目やうろこなど

を描いて、それぞれ個性的なこいのぼりを完成させ

ました。

　今にも泳ぎ出しそうな、世界で一つの、自分だけ

のこいのぼりを手にして、元気いっぱいの子どもた

ちでした。
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